
戸沢公にゆかりのある自治体が一堂に
高萩でサミット

　江戸時代初期に高萩地方を治めた初代松岡城主・戸沢政盛にゆかり
のある５つの自治体による「第１回戸沢サミット in 高萩」が文化会館で
開催されました。基調講演やパネルディスカッションなどで戸沢公に
ついて理解を深め、５自治体の市長・町長が「歴史を共有する都市とし
て、今後相互に協力し、さらなる関係の拡大と互いの発展を目指す」な

どとするサミット宣言を採択し幕を閉
じました。
　このサミットは、戸沢公にゆかりの
ある５つの自治体が戸沢公の功績を顕彰し、また、相互協力して新たなまち
づくりを行おうと高萩市の働きかけで実現。戸沢家第 15代当主戸沢充様ご
夫妻をお迎えし、５自治体の市民や行政関係者ら約 600 人が参加しました。
基調講演では、徳島文理大の八幡和郎教授が「戸沢家に関連する５つの地域
の間では、移動に伴い一緒に移った家臣もいる。400 年前にさかのぼれば、
親戚という人もいるのではないか」と参加自治体の繋がりを教示。パネルディ
スカッションでは、戸沢氏にゆかりのある雫石町長、仙北市長、新庄市長、
小美玉市長、高萩市長がパネリストとして参加。各地に残る戸沢氏のエピソー
ド、戸沢氏の功績などが披露されました。また、大規模災害時に支援物資の
提供や職員の派遣などが盛り込まれた災害時相互応援協定が締結され、参加
自治体の関係がさらに強固になりました。
　戸沢サミットは今後、各市町の持ち回りで毎年開催し、次回は山形県新庄
市が会場となります。
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一日消防長が防火呼びかけ

　11月 9日から 15日までの「秋季全国火災予防運動」を前に、高萩市
消防本部は、高萩それいゆ病院勤務の遠藤真奈美さんを一日消防長に
任命しました。辞令交付式で草間市長が「空気が乾燥して、火災が起こ
りやすい時期。一緒に防火を呼びかけてください」と激励し、遠藤さ
んは「病院では放射線科の助手を務めています。同じ命を守る仕事で
共通するものを感じます。今日の経験を職場や家庭で活かしたい」と
話していました。遠藤さんは、辞令書とタスキを受け取った後、消防
職員への訓示や服装点検、市内事業所の立ち入り検査などを行い、火
災予防をPRしました。

服装点検をする遠藤さん
（写真左）

災害相互応援協定書を手にする
（左から）深谷政光雫石町長、山尾順紀新
庄市長、草間市長、門脇光浩仙北市長、
島田穣一小美玉市長

基調講演をする八幡和郎先生

パネルディス
カッションの
コーディネー
ターを務める
元ＮＨＫアナ
ウンサーの好
本惠さん
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市報たかはぎ　2013.12 2



１
日　

�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
「
た
か
は
ぎ
Ｆ
Ｍ
」
開
局

８
日　

�

筑
波
銀
行
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
、
市
観
光
協
会
及
び
高

萩
市
の
４
者
で
「
高
萩
市
の
地
域
振
興
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結

28
日　

�

さ
く
ら
宇
宙
公
園
で
第
１
回
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
開
催

３
・
４
日　

�

常
陸
国
風
土
記
勅
撰
１
３
０
０
年
記
念
事
業

開
催

11
日　

�「
常
陸
国
風
土
記
全
訳
注
」
の
著
者
秋
本
吉
德
教

授
を
招
き
講
演
会

18
日　

�

文
化
会
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
「
公
開
す
こ
や
か

長
寿
」
を
収
録

24
日　

�

セ
ッ
ツ
カ
ー
ト
ン
㈱
と
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資

の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

24
日　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
運
用
を
開
始

１
日　

�

地
域
資
源
を
題
材
と
し
た
「
萩
っ
子
か
る
た
」
完

成

９
日　

�

長
久
保
赤
水
関
係
資
料
２
７
９
点
が
市
有
形
文
化

財
に
追
加
指
定

27
・
28
日　

第
43
回
高
萩
ま
つ
り
開
催

15
日　

市
戦
没
者
追
悼
式

23
日　

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
大
塚
製
薬
と
「
災
害
時
支
援

　
　
　

協
定
を
締
結

４
日　

明
秀
学
園
高
萩
キ
ャ
ン
パ
ス
「
明
高
館
」
が
使
用

　
　
　

開
始

27
日　

�「
げ
ん
た
か
市
民
会
議
（
市
政
懇
談
会
）」
を
開
催

　

５
日　

�

穂
積
家
住
宅
で
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
『
高
萩
「
萩

の
茶
屋
」』
オ
ー
プ
ン
（
～
12
／
１
）

18
日　

県
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
奉
仕
団
県
北
地
区
分
団
と　

　
　
　
「
災
害
時
情
報
通
信
協
定
」
を
締
結

25
日　
「
る
る
ぶ
高
萩
」
を
発
行

26
日　

戸
沢
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

１
日　

�

Ｊ
Ｒ
高
萩
駅
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
「
あ
し
た
の
風

と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
」
の
放
送
を
開
始

９
日　

高
萩
市
消
防
団
発
足
１
１
９
周
年
記
念
事
業
開
催

16
・
17
日　

第
34
回
高
萩
市
復
興
産
業
祭
開
催

４月５月６月７月８月９月10 月11 月

9
11 環境美化ボランティア　

シルバー人材センター
　市シルバー人材センターの役員、職員、
会員約 40人が総合福祉センターで環境美化
のボランティア作業を行い、植え込みの剪
定や草取りに励みました。シルバー人材セ
ンターは、国や市からの補助金で運営・活
動をしている公益社団法人。豊富な知識・
経験・技能を持ったシルバー世代が、仕事
を通じて社会参画することによって、自ら
の生きがいの充実を図り、地域社会の発展
に寄与するのが目的。作業にあたった村田
始事務局長は「会員が健康に仕事ができるこ
とや社会に貢献できる喜びに感謝して、奉

仕活動に取
り組みまし
た」と午前
中の約３時
間の作業に
汗を流して
いました。

8
11 サケの一生を学ぶ

秋小児童が採卵体験
　秋山小学校の 3年生 63人が、花貫川でサケの採卵と受精
作業を見学しました。この事業は河川の環境保護に努める「花
貫川清流の里づくり会」が子どもたちにサケの生態や命の大
切さについて知ってもらおうと昨年度から始まりました。会
員が捕獲したサケの腹から真っ赤な卵が現れると児童達から
「わあ！」と大きな歓声が上がりました。棚谷いずみさんは「初

めて生きているサケを見ま
した。たくさん生まれてほ
しい」と話していました。
採卵した卵は花貫川清流の
里づくり会がふ化させ、児
童らが学校で育て、来年
春、花貫川に放流する予定
です。

9
11 高萩市消防団発足

１１９周年記念式典
　高萩市消防団発足 119 周年記念式典が、高萩市文化会館
で行われました。消防団は 1894 年に設置された消防組が
前身。現在は 21の分団が日頃から防災活動を行い、災害発
生時には、市民の生命・財産を守るため昼夜を問わず活動し
ています。第１部の式典では、消防殉職者への黙とうが行われた後、
分団の活動に長年、協力していただいている６つの後援会に感謝状
が贈呈されました。第２部では、あさま山荘事件やよど号ハイジャッ
ク事件など数多くの警備を指揮した佐々淳行さんが講演。自身が担
当した事件や事故を例に「組織の団結意識を高めるのは、信頼できる
指揮官の存在が大きい」など組織と指揮官の在り方について話されま
した。また、市女性消防団員が演劇を披露。AEDの使用法や住宅用
火災警報器の取り付けなどを広く呼びかけました。
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